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【特集】生活保護における自立支援の成果と今後の
課題 : 福祉事務所の現場から : 生活保護革命の途


































　一方，国の「社会保障審議会福祉部会生活保護制度の在り方に関する専門委員会」（2003 年 8 月

























は教育委員やNPO理事長などを選出し 2004 年 9 月からスタートした。併せて釧路公立大学には



















































































































































































































































































は 2005 年（平成 17 年）の平成の大合併で釧路市と飛び地合併した。合併時 2,900 人あまりの住民















































































































ていれば都市部でケースワーカー 1人当たり 80 世帯という標準数配置もありえるがそれは少数だ
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